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1. 序言

本報告書は,平成9年(】997年) 8月】o日から8月21日までの12日間にわたってスリラン

カ民主社会主義共和国において実施したフルルウェワ導水路濯瀧改修計画のプロジェクトファ

インデイング調査の結果をとりまとめたものである｡

本調査団は以下の団員により実施された｡

団長/農村開発計画 佐野 幸規(日本工営株式会社 国際事業部農業開発部)

濯概排水/社会イン7ラ整備 大塚 恵哉(日本工営株式会社 国際事業部農業開発部)

調査団は､スリランカ民主社会主義共和国における現地調査及び資料収集において､スリラ

ンカ国政府マハベリ開発庁はじめ関係諸機関の御協力を頂き､調査業務を遂行することができた｡

また在スリランカ日本大使館及びoECF事務所の方々に多大なる助言と御協力を頂いた｡ここに

関係各位の方々に深甚なる感謝の意を表する次第である｡

調査団の調査日程は添付資料-1に示すとおりである｡調査団が現地調査及び資料収集の際に､

面談したスリランカ国政府機関の担当者,現地大使館､ oECF職員など関係者のリストを添付資料_2

に示す｡
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2. 計画の背景

2.1フルルウェワ導水路

(1)導水路の歴史

フルルウェワ導水路は､ボワタナ･トンネルを通じて取水したマハベリ河の水を､濯瀧用水

としてシステムHのカンダラマ調整池及びフルルウェワ遵概地区に供給する目的で､ 1976年に

建設された｡総延長距離は63kmに及び,上流から33kmが人工水路でその下流30kmがシギリ

川,ハバラナ川､ヤン川からなる自然河川である｡

始点からカングラマ調整池への分水工がある8kmまでは,マハベリ開発庁(MASL)のダム

頭首工維持管理局(HAOM)が維持管理を行なってきた｡この区間の設計流量は8.5m3/sec.であ

る｡一方,その下流からフルルウェワ調整池の取入口までの区間及び付帯構造物は､藩政局(D)

によって維持管理がされてきた｡下流区間の設計流量は4.2m3/secである｡

本導水路が完成して数年間は,導水路によってフルルウェワ藩概地区に藩概用水が十分に供

給されていたため,同地区の農民は効果的な溝概農業を行なっていた｡しかし導水路沿い地区に

農民が不法に入植し､盗水を行なうようになったこと､さらに農民が必要水量以上に水を取水し

用水を浪費したため,年々フルルウェワ濃概地区への用水供給が減少してきた｡盗水規制が徹底

されていない原因は､導水路関連地域の行政分担が､マタレ地区･ポロナルワ地区･アヌラダプ

ラ地区を含む2県内の幾つかの機関に分割されているためである｡また藩政用水が浪費されてい

る主な原因は,末端水利施設が十分に整備されておらず､また港概農業に対する農民の理解不足

があげられる｡事業対象地区位置図は冒頭に示す通りである｡

(2) scoR事業

SCOR (SharedContro] ofNalural Resources)事業は,米匡L国際開発庁(USAD)の援助により､

1994年1月から国際港概管理研究所(IIMI)によって行われてきた事業である｡導水路沿いの農

民に節水農法の指導を行い,フルルウェワ澄渡地区に安定的に潅漉用水を供給することを目的と

して,活動･調査が行われてきた｡同事業は節水農業の指導と同時に､土壌環境等保全農業,読

域管理等の活動についても行なっている｡また農民組合組績の強化活動を通じて,フルルウェワ

雇概地区､及び導水路沿いの地域の開発に密接な関連を持っている｡しかしながら,澄渡地区へ

の澄渡用水の供給状況は､依然として改善されておらず､事業は1997年末に終了することにな

っている｡

これに関連して, SCOR事業の上級運営委員会は,マハベリ開発庁､濯概局､国際港概管理
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研究所のSCOR事業担当者で構成される小委員会に､適切な管理体系を策定するために導水路

沿い地区の問題に閲し調査するよう命じた｡小委員会は,
a)土地所有と水管理制度の整備､ b)

藩政地区内の利用可能水量を最低でも現在のレベルより30%増加させることを目的として､導水

路の水管理及び農地の管理を行政､土地管理､水管理などを一本化した組織であるマハベリ開発

庁に移管するよう申請した｡上級運営委員会はその提言を認め,水路沿いの農地及びフルルウェ

ワ貯水池の流人口までの導水路の管理業務を､マハベリ開発庁に移管するように申請を行なった｡

その結果､閣議において1996年12月に同提言が認可された｡

2.2 フルルウェワ海瀬地区

フルルウェワ藩故地区開発計画･は1954年に約4,000haの農地に2,400戸の農家を入植させる

事業として完成した｡ 1976年にフルルウェワ導水路は完成し,マハベリ河の水を藩政用水とし

て同地区に供給することによって､地区内の農業生産は飛躍的に増大した｡しかし,種々の問題

により導水路からの供給水量は年々減少をたどるようになった｡供給水量の減少及び降雨の不足

が原田で､藩政地区における耕作は一部の井戸を利用した限られた地区を除き,過去4期(1996

午/1997年乾期･雨期)にわたりほとんど行われていない｡このような状況により､導水路を

通じてマハベリ河の水を濃概地区に安定的に供給することが緊急の課題になっている｡

2.3 追加水源

10箇所の地点で小川がフルルウェワ導水路を横切っている｡その内の一つは導水路につなが

れ,洪水吐が設けられており,導水路に水を供給している｡また導水路は,サイホンあるいは水

路橋によって他の9箇所の地点で小川を横切っている｡雨期にこれらの小川の水量が増加した場

合,導水路-の追加水源として利用できる可能性が生まれる｡このような観点より､今後の調査

項目として､水文解析に加え,雨期にこれらの水を追加水源として利用できる可能性があるかど

うかの調査も必要である｡

2.4 将来計画との関連性

本事業の開発計画策定及び実施の際には,モラガハカンダ開発事業が実施された際の影響を

十分に考慮しなければならない｡また将来的なヤン)"流域開発と整合性が取れるよう十分な配慮

が必要である｡

2.5 事業実施の緊急度
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ここまで述べてきたように､フルルウェワ導水路及び鹿渡地区の改修事業は､将来的にモラ

ガハカンダ開発事業と同様に､非常に緊急性を要するものである｡本事業はモラガハカンダ開発

事業に先駆けて実施される可能性が高く､実施の際にはモラガハカンダ事業との整合性に十分留

意しなければならない｡

2.6 案件形成調査(SAPROF)

本事業の実施は技術的､経潮勺,社会的あるいは環境面から考えて妥当なものであるものと

判断される｡マハベリ開発庁は海外経済協力基金(OECF)による資金援助を求めており,案件

形成調査(SAPROF)により､事業の構成と事業費を最終的に決定したい意向である｡
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3. 調査対象地区の現況

3.1 フルルウェワ導水路及び周辺地区の現況

(1) フルルウェワ導水路

フルルウェワ導水路は,ポワタナ･トンネル出口からシギリムラ落差工でシギリ川に注ぐま

での約33.3kmの人口水路である｡導水路の末端より先は,パハラ･タルコテ貯水池､ヒリワド

ンナ貯水池及びハバラナ貯水池の3個の貯水池を通り,フルルウェワ貯水池まで､濯親用水は自

然河川として流れる｡導水路の設計流量は,始点より8kmまでは8.5m3/see, 8kmから末端まで

は4.2m3/secである｡

導水路は等高線に沿った土水路である｡水路の右岸の標高は高くなっており､一方左岸は低

くなっているため､左岸への港概は技術的に容易である｡関連構造物として, 2個のサイホン､

7個の水路橋, 1個の洪水吐､下流貯水池及び導水路に平行して作られている水路への供給用と

して､ 37個の分水口,及びカンダラマ貯水池への分水工がある｡

(2) 分水工と平行水路

分水口の老朽度はそれ程深刻ではない｡潅概水は1偶の主要貯水池とその他5個の貯水池に分

水される｡分水地点と貯水池名は下記の通りである｡

No. 分水地点 調整地名

1 8km+00Omカングラマ貯水池

2 10km+822mカルンダ貯水池

3 17km+484mイハラ･パハラ･アラウラ貯水池(2個)

4 18km+486mウェラガハラダ貯水池

5 24km+781
mニカワトウンナ貯水池

上に示した分水口の他に､導水路に平行して建設された水路-鹿渡水を供給するために32個

の分水口がある｡平行水路の建設は藩概部によって進められており､現在までに全体の75%が完

成しているが､環状では十分な慣能を果たしていない｡

く3) ホ●ン7●濯激

-5-



導水路右岸の一部地区でポげを利用した畑作が行われている｡一部の農家は既に15年以上

もの長期にわたり､栽培を行なっており,
Jl{n.を利用しているため､非常に効率的な水利用を

行なっている｡右岸の畑作物栽培における必要水量の算定及び重力藩政圃場との用水量の比較検

討は重要項目であり､今後十分な調査が望まれる｡

(4) シギリムラ落差工下流の施設

シギリムラ落差工からフルルウェワ貯水池までの約30kmは自然河川である｡落差工から下流

に向かって順に､パハラ･タルコテ貯水池､ヒリワドンナ貯水池､ハバラナ貯水池がある｡貯水

池の老朽化は顕著であり､洪水吐,護床工,取付道路の改修が必要である｡施設の現況は表2.1

に要約される｡

(5) 濯激面積

導水路沿い及び貯水池による総潅概面積は,下記の様に推定される｡なおこれにはカンダラ

マ貯水池によって澄渡されているシステムH,及び導水路沿いの,i{げ濯瀧地区､さらにはハバ

ラナ貯水池からフルルウェワ貯水池の間で耕作されている地区は含まれていない｡

地点 港液面積(ha) 累加港概面積

(ha)

フルルウェワ導水路

0-8.0 km

8.0-33.3 km

ハ○
/ウール祈貯水池

ヒリワド汁貯水池

/v､d升貯水池

簡易堰

フルルウェワ藩概地区

324 ha 324 ha

942 ha I,266 ha

120 ha I,386 ha

160 ha I,546 ha

30ha 1,576 ha

不明 l,576 ha

3,821 ha 5397 ha

(6) 水管理の現状

原則として､ポワタナ･トンネルからカンダラマ貯水池への分水工までの流量は8.5m3/secで

ある｡カングラマ分水工において,総流量の約50%Lこあたる4.3m3/secがカングラマ貯水池に分

水され,残り4.2m3/s∝は導水路下流に流される｡カンダラマ貯水池及び下流への水配分は, 1
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週間間隔でローテーション藩政により行われている｡したがって公平な水配分を行なうには､導

水路下流の容量が8.5m3/secに拡張されか､限り困難である｡

不法農家による盗水は､主に導水路の始点からカンダラマ貯水池への分水点である8kmまで

の区間で行われている｡この区間に約900本の2イン珊げのパイプが盗水目的で使用されており,

盗水絵量は1m3/sec以上と算定される｡これはl,000haの面積を澄渡できる用水量であるにも関

らず,現状の風既面積はわずか324haにとどまっており､鹿渡用水の浪費が明らかである｡

また掛耽局によって圃場内施設として建設された平行水路は,農民参加による維持管理･運

営が上手く行われていないため､十分な活用がされていない上,用水の浪費も見られる｡このよ

うな原因で現状においては,フルルウェワ貯水池への取入口下流の導水路の流量は設計流量をは

るかに下回っている｡

(7) 農業の現況

導水路沿い地区においては､ポンプ産瀧による耕作を行なっている一部の地域を除き､米の

生産が行われている｡米作から畑作-転換することによって数々の利点､すなわち､ (a)節水

効果, (b)農業収入の増大､ (c)近隣の畑作物市場が利用可能であること,等が考えられるた

め今後前向きに検討されねばならない｡

(8) SCOR事業

SCOR事業は,米国国際開発庁の援助により, 1994年1月から国際港瀧管理研究所によって

行われてきた事業である｡導水路沿いの農民に節水農法の指導を行い､フルルウェワ港概地区に

安定的に潅概用水を供給する目的で､活動が続けられてきた｡同事業は節水農業の指導･調査と

同時に,土壌環境保全農業,流域管理等の活動も行なっている｡また農民組合組織の強化を通じ

て､フルルウェワ濯概地区の開発に密接な関連を持っている｡ 1997年末に活動が終了する予定

であるが,十分な効果は見られていない｡そのため今後､農民組織強化計画策定等の上で,十分

なレビューが必要である｡本事業の最大の問題として,不法入植農家の合法化など農民の法的身

分に触れずにきている点が上げられる｡

3.2 フルルウェワ潅灘地区の現況

フルルウェワ開発計画は､ 1954年に約4,00Ohaの農地に2,400戸の農家を入植させる事業と

して完成した｡ -農家当たり3エーか- (I.2ha)の水田及び2エーか- (0.8ha)の畑地が配分された｡

現在､農家数は4,00()戸を越えている｡しかし導水路からの供給水量の減少及び降雨の不足が原
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因で､濯概地区における耕作は一部の井戸を利用した小規模な範囲を除き､過去4期(1996年

/1997年乾期･雨期)にわたりほとんど行われていない状況である｡ 1995/96年の雨期に全体の

1/4の面積で耕作が行われたのみである｡また貯水池の貯水量は6,600万トンであるが集水域が

小さいため､過去2度しか満水放流したことがない｡最後に満水放流したのは1994/1995年の雨

期である｡このような状況で藩瀧地区は慢性的に農業用水が不足している｡そのため同地区の農

民は,限られた水を効率的に利用した効果的な農業生産活動を行なっている｡フルルウェワ雇叔

部の港概技師によると､雨期における生産量は､米が5.2トンnla,乾燥チリが5トンha､タマネギが

】】トン/ha､大豆が2･5トン/haとのことである｡本事業の最大の問題として､不法入植農家の合法化

など農民の法的身分について触れずにきているが上げられる｡

藩概局内の藩政管理局は,フルルウェワ濯概地区の主要港概施設と圃場内施設の維持管理の

他に､同地区の農民組織の強化活動を行なっている｡同局によ.ると､澄渡地区への安定的な水供

給が可能となれば,雨期には全地区で米作が､また乾期には50%の地区で畑作が可能になるとし

ている｡

フルルウェワ濯概地区における雨期の水利用体系は,既にある程度確立されており､現時点

で可能な限り濯概用水の有効利用がなされている｡雨期耕作における用水体系は､ 10月に2臥

11月/12月がなし､ 1月はごくわずかである｡ちなみに､フルルウェワ地区における雨期の平

均降水量は約750mmであり､乾期の蒸発量は10mm/日を越える｡なお同技師によると､ 3,000

万トンの水が導水路より供給され､雨量が雨期に600mmあれば､雨期には全域米作が､また乾

期には全域で畑作が可能となるとのことである｡

3.3 環境問題

シギリムラ下流の自然河川部においては､流量が小さいため､流水が澱みマラリア蚊の発生

源となっている｡そのため同地域の住民のマラリア感染率は非常に高く､深刻な問題となってい

る｡フルルウェワ地区への継続的な用水供給が可能となれば､マラリア問題は緩和するものと考

えられる｡
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4. 事業計画

4.1 開発計画

本事業の開発計画は特に以下の点に留意して立てられた｡すなわち､ (り既存のフルルウェ

ワ導水路､付帯構造物の改修工事計画を策定すること､ (2)公平な水配分及び節水のために､

ボワタナ排出口からフルルウェワ取入口までの導水路沿い地区約l,600haを対象に圃場内施設

の建設･整備及び改善計画を策定すること, (3)雇概地区の適性な水管理システム,施設の維

持管理システムの策定をすること､ (4)不法入植者-の処置も含めた農民組合組織の強化のた

めの指導･普及活動を行なうことである｡

(1) フルルウェワ導水路の改修

フルルウェワ導水路の改修計画は､漏水を減らすための水路ライニングとカンダラマ分水工

下流の容量を8.5m3/secに拡張することが中心となる｡導水路がライニングされることによって､

菰速が0･62m/secから1.08m/secに増すが､水路断面を変えることなく流量を倍に拡大可能である｡

導水路の標準断面と流況を図3.1に示す｡また水路橋とサイホンの標準断面は図3.2に示す通り

である｡なお水路容量の増加によって､将来的にモロガハカンダ･ダム開発による水資源量の増

大にも対応可能となる｡なお小橋梁は本事業計画に含めるものとする0

(2) 貯水池と仮設堰

シギリムラ落差工下流の3個の貯水池の改修が必要である｡特に取入口及び護床工等水位調

整施設の改修工事が必要である｡また流水の停滞によるマラリア蔓延を抑制するために,自然河

川の改修及び追加水路の建設を行なう｡さらにハバラナ貯水池下流のヤン川には､材木や革など

で仮設堰が作られ取水が行われているが,恒久的な施設建設が必要である｡

(3) 末端海瀬施設の建設

約1,600haの導水路沿いの地区を村象とし,末端施設の建設を行なう｡特に支線水路､維持管

理道路､付帯構造物の建設が中心となる｡

(4) 水管理と水収支
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水管理計画は,基本的に濃瓶用水が受益者に均等に配分されるように策定されねばならない｡

また適性な水管理を行なうために,土地及び水の利用条件を十分考慮した作付体系が計画される

と同時に､作物に応じた藩概必要用水量を考慮に入れた用水の配分が必要である｡さらに効果的

な水管理を行なうには､マハベリ開発庁のHAOMによる導水路分水工の管理,及び農民組合組

織による末端水利施設の操作の両者が適切になされなければならない｡

フルルウェワ貯水池の容量は十分大きいため,システムHのカラ･ウェワ貯水池が満水の時

にフルルウェワ貯水池にマハベリ河の水を送ることが可能であり,今後水管理計画を策定する上

で十分検討されねばならない｡またそのため､前項で述べた導水路の容量拡張が計画上必要とさ

れている｡ 2週間分の用水を雨期にカラ貯水池に分水せずにフルルウェワ導水路に放流した場合,

1,030万m3の水がフルルウェワ貯水池に貯留されることになる｡

事業開始後3年間の目標は､フルルウェワ貯水池までの導水路沿い地区における用水消費量

を50%肖り滅し､それによってフルルウェワ鹿渡地区の利用可能水量を増大させることである｡250

日間分の水を､確実に50%フルルウェワに達するとすると, 4,540万m3 (4.2m2x86,400sedday

x25伽ayxO.5)の水量がフルルウェワ貯水池に貯留されることになる｡故に､ 10%を蒸発及び他

の要因で損失すると過程すると､フルルウェワ港概地区における利用可能水量は5,010万m3と

算定される｡

●

(5) 不法入植者の合法化

事業実施に当たっては不法入植者が､合法的に地区内に居住し農業に従事できるための措置

を検討する｡現在,彼等は藩政必要水量以上の水を､導水路から取水している｡一方そのほとん

どは､政府の低所得者支援事業のもとで生活している｡そのため政府による圃場内施設の整備及

び指導をともなう不法入植者の合法化は､鹿渡水の効率的な利用のみならず､政府の予算削減の

上でも有効である｡合法化計画は作物転換も考慮した節水農業を農民に指導しつつ､農民の合意

の上で実施されなければならない｡

以上の概念のもとに､新たな不法入植者が発生し同様の問題が起こらないように,本事業実

施では明確な相応策が必要である｡

(6) 小水力発電施設の設置

カンダラマ分水工における落差は約15mある｡そこで水力発電施設を設置し,発電を行い農

村地域へ電力を供給する可能性を検討する｡約450kwの電力が得られる計画である｡
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(7) 農業開発計画

本事業の農業開発計画は,受益農民の関心,土地及び土壌条件､農業技術,作物の市場流通

性などを十分勘案して策定する｡フルルウェワ地区と導水路地区の農民による限られた水資源の

有効利用を考え,作物転換を含めた節水農業技術の導入を検討し実施する｡

(8) 農業普及と社会活動支援

SCOR事業の再検討を元に､効果的な農民組合組織の強化計画を立案する｡またその活動を

農業法人化出来るかどうかの可能性についても検討する｡さらに､種子及び収穫物貯蔵の倉庫や,

農業金融施設の建設も提案する｡

(9) 運営･維持管理用機器

産概施設の運営･維持管理用機器としてバックホー､トラククー､ポンプの購入を行なう計

画である｡機器のリストと費用を表3.1に示す｡

(10)地形図作成

詳細設計のために､事業村象地区約2,000 haの測量及び図化を行なう｡この作業も本事業に

含むものとする｡

(ll)コンサルティング･サービス

事業実施に当たっては,既存資料･テ㌧タの分析,詳細設計､入札業務､工事監理,農業･社会

活動支援のためコンサルティング･サービスが必要である｡事業実施に必要な要員を下記に示す｡

また農業･社会支援活動は外国人専門家及びMEAスタブ7が担当する｡
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項巨 人･月

1. 捻括

(I)総括(外国人)

(2)副総括(1.)ランカ人)

2. 既存姿料分析･設計

(1)水資源開発専門家

(2)農業経済専門家

3. 改修設計･工事

(】)上級設計技師A (外国人)

外国人 スリランカ人

2(i

50

(2)上級工事管理技師A (スリランカ人) 】2

(3)測量監督(外国人)

(4)上級設計技師B (スリランカ人)

(5)上級工事技師B (刑ランカ人)

(6)設計技師A (スリランカ人)

(7)工事管理技師(スリランカ人)

(8)測量技師(スリランカ人)

4. 農業普及･社会支援活動

(1)上級農業技術者(外国人)

(2)組織専門家(外国人)

(3)農業技術者(スリランカ人)

(4)組織専門家(スリランカ人)

5. その他専門家

(1)外国人

(2) N)1)*^

12

30

30

3.0

30

20

合計 98 282

4.2 事業費､事業実施及び資金計画

(1) 事業費

事業費は(a)導水路改修､ (b)末端澄渡施設の建設､ (c)農業普及及び社会活動支援､ (d)

小型発電施設の設置, (e)コンサルティング･サービスで構成されており､下記に要約される｡
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概算事業費

単位: 1,000ルt:.-.

項目 外貨 内貨 計

a.導水路改修

b.末端港概施設建設

c.農業普及及び社会活動支援

d.小水力発電機設置

e.運営･維持管理慣器

∫.その他

蛋.地形図作成

h.予備費

j.コンサルティング･サービス

良.管理費､税金､その他

1.物価上昇分

L77,463 1 L9,445

191,520 82,080

50,000 200,000

104,832 1 I,648

44,01 Ⅰ 4,890

57,583 45,00(～

8,000 32,000

63,341 49,507

138,435 83,180

0 1 12,848

49,857 149,974

296,908

273,600

250,000

1 16,480

48,901

102,589

40,000

I 12,848

221,615

112,848

199,831

合計 885,042 890,578 1,775,620

事業費の詳細は,表3.2に示す通りである｡

(2) 事業実施計画

本事業は5年間で行われるものとし､表3.3に実施計画を示す｡表に示すように既存資料･報

告書の検討及び詳細設計作業に､ 8ケ月から12ケ月を要する｡工事期間は約4年間である｡また

農業普及及び社会活動支援は事業実施と同時に開始され､約5年間で終了する｡また事業実施の

ための実施事務所を設立する｡

(3) 資金計画

資金計画は下記に要約される｡なお事業実施を1999年からとし,物価上昇率を,外貨3.0%,

内貨10%としてまとめた｡

年間資金計画

単位: 1,000 んど-

外貨 内貨 計

] *E] 87,493

2年目 212,153

3年目 262,992

4年目 203,638

5年目 10Ⅰ,341

%;i- 867,616

152,131

184,972

204,623

211,473

142,135

895,334

239,623

397,】25

467,6L5

415,l10

243,476

1,762,950
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4.3 経済評価

(1) 経済事業費

事業の経済費用は､スリランカ･ルピー経費に標準換算係数をo.9を用い算出した｡なお物価

上昇分及び税金は含まれていない｡これに基づく経済事業費を以下に示す｡

経済事業費

単位: 1,000 批○-

外貨 内貨 計

日

日]

日】

【日

日】

年
年
年
年
年

l

つ】

3

4

5

87,493 136,9L8

205,974 151,341

247,89(i 152,199

186,357 L42,994

90,040 87,372

224,410

357,3】5

400,095

329,351

177.412

817,759 670,824 l,488,583

事業実施の運営･維持管理費は1,450ルヒ○-nlaと見積もられる｡

(2) 経済便益

経済事業便益は､導水路沿い地区及びフルルウェワ雇概地区各々の農業生産増大による便益

で梼成され､下記に示す｡

(a) 導水路沿い地区

1)現況(事業を実施しない場合)

現在導水路沿いの1,600haは､米の2期作が行われており､収量は3.3トンP.aであるo

2) 事業を実施した場合

一 雨期の作付体系は､ 80%が米, 10%がタマネギ､ 10%がバナナとする｡

- 乾期の作付体系は, 10%がバナナ､40%が大豆,トウガラシとタマネギがそれぞれ25%

とする｡

- 畑作物の収量は,タマネギが15トンnla/作,トウガラシが1.5トンnla､大豆が3トン伽,バ
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ナナが20トンhaとする｡

事業便益は事業完成の4年目より発生し,漸次毎年20%ずつ増加していき, 8年目で

目標収量を達成するものとする｡

米と肥料の経済価格の構成,及び各種作物の価格リストを､それぞれ表3.3及び表3.4

に示す｡

米と畑作物の生産費用で事業を実施しない場合と事業実施後について､それぞれ表

3.5及び表3.6に示す｡

経済評価に利用した米の価格は, 1997年5月に世界銀行で発行した｢商品市場と開発

途上因(commodity Marketsand theDevelopingCoutries) ｣の値を用いた｡また取引及

び輸送にかかる費用はバンコクからスリランカのものを適用する｡

畑作物の価格はそれぞれ(i)タマネギが25ルヒ○-/kg､ (ii)トウガラシが98.2ルピ-/

kg, (iii)大豆が11ルヒ○-/kg, (iv)バナナが11.7批○-/kgとする｡

発電による便益は,事業実施による年間発電量を324万キロワット(450キロワット

x300日) ､また電力価格を電力庁の平均電力価格である4.13ルピー侭whとして算定し
た｡

(b) フルルウェワ海瀬地区

1) 現況あるいは事業を実施しない場合

過去4期ほとんど耕作が行われていないことに鑑み,現況については,末端施設は整備

されているものの､水不足によりまったく耕作が行われていないものとみなす｡

2) 事業実施後

事業実施後のフルルウェワ濯概地区への総供給水量は5,010万けとなるが､その内の60%

にあたる3,000万トンを雨期の米作に利用する｡藩概地区4,000ha全域を耕作するものとし､

収量を4.4トン佃aとする｡

一 乾期には雨期と同様の作付体系で2,010万トンの水を利用し､ 2,00Ohaの作付を行なう｡

一 事業便益は導水路沿い地区の80%とする｡

以上により､事業実施による便益の増加を,表3.7に示す｡また事業実施後の便益は下

記に要約される｡
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年度毎の事業便益

(単位: 100万批○-)

事業便益

導水路沿いの フルルウェワ

地区 潅概地区

年度 発電 合計

日】

日]

日】

日]

日】

年
年
年
年
年

4

5

′b

7

oo

45.7 47.5

9l.4 95.1

137.O 142.6

182.7 】90.2

228.4 237.7

っJ

3

つJ

つJ

3

っJ

つJ

つノ

ーJ

3

106.5

199.8

292.9

386.2

479.4

(3) 経済分析

以上の経済費用と便益を用いると内部収益率は21.4%と算定され､本事業の経済的妥当性が証

明された｡詳細を表3.8に示す｡

5. 結論

予備調査の結果､本事業の実施は経済的にも,また技術的にも妥当なものであることが明ら

かになったo物価上昇率を含めた総事業費は, 17億6,300万批○- (37億1,200万円)である｡海

外経済協力基金からの借款として必要な額は31億1,550万円であり,残りの部分は食糧増産援

助の見返り資金(counterpartFund)によって賄うことを想定する｡

マハベリ開発庁は,さらに詳細な調査によって事業計画を早急に策定したいとし､海外経演

協力基金の案件形成調査(SAPROF)の実施を関係機関に求めている｡
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秦-2.1施設の現況

Faci】ities Number
orJ
Existing

;
DescnptlOn j Judgment

Condition

I Feeder Canal

- Up-stream

- Down-stream

2 Tank

Major Tanks

Mir10r Tanks

3 Stream Crosslng Stmctures

Aqueduct

- Up-stream

- Down-stream

Siphon

- UpIStream

- Down-stream

S pillway

4 Off-Take

5 0山一Fam Facilities

including Parallel Canal

8.Okm ㌻ Poor

25.3 km 1 poor

3 ロos. Poor

5 nos. Poor

2 no. Poor

5 IIO. Poor

1 no. Poor

1 no. Poor

lno. ■ Poor
｣

1

37 nos. ∃Moderate

l
-

nO.

Unlined

Unlined

≠Rehabilitation

喜Rehabilitation

Pahara Talkote wewa ㌢Rehabilitation

Hiriwadunna wewa

l

Habarana wewa

Kalunda wewa,

Ihara and Pahara Araula wewa

We】agabalanda wewa

Nikawatunna wewa

;Rehabi] itation

Renew

Rel】eW

Renew

Renew

Renew

Partial Repalr

New Construction



秦-3.1運営･維持管理用機器購入費用

(Unit : Rs. 1000.)

DescrlptlO□ Unit rate Amount

1 Buldozer 9t

2 Backhoe 0.25m3

3 Motor grader L=2.Om

4 Dump truck 4t

5 Truck with crane 2t

6 Concrete mixer 0.3m3

7 4-Wheel drive Vehicle

8 Motor cyc一e

9 Micro-computer

10 Wireless communication

I I Meteo-hydro】oglCal equl･

12 Miscellaneous

13 Spare parts (lo啄)

n

∩

n

n

S

S

S

S

【ゝ

0

0

0

0

0∩

n

∩

∩

S

S

S

0

0

0

s

s

s

S

S

n
｡
n
｡
n
｡
L

L

-

2

2

2

2

3

5

川

3

-

2

ユ
ー

0

oO

OO

QO

0

0

0

0

O

/b

0

/b

ー

7

-

5

3

0

0

0

3

0

3

5

2

0

oO

つ▲

5

-

2

つJ

5

,

ナ

I

9

!

t

'

5

4

3

2

ユ

ー

1

5,360

9,036

6,556

4,036

3,700

3,690

7,500

I,000

600

336

I
,000

2,000

4,088

48,902

Remarks / Updated in December 1993



秦-3.2 総事業費

US$ 1.00= Rs. 57.00 = ¥ 120
CaLegory

I. Jmproyernent o( the Fecdcr Canal

(I) Eanh Work and Llning

(a) SLnpp]rlg

(b) Excava血Ⅶ

(c) B計止月11

(A) Embankment

(e) Remrhrccd Concrctc

(0 RelnLlbrccd Bat

(g) Form

TotaJ

(2) SLPhon

(a) SLtlpPIng

(b) ExcavalNln

(c) Back丘]

(d) Embankmc山

(e) RclnLbrccd Co山Cre托

(n Rcmrbrccd Bu

(g) Fom

ToLL l

(3) ～ucduct

(a) SttlPPmg

(b) Excavanon

(c) Backm)

(d) Emb血

(e) RcinLbrced Concrete

(0 RelnbJd Bar

也) Form

To1■l

(4) Related SLrLnmtTCS

(1.+2.+3.) x 40%

Unj I Q'ty Unil Rate (Rs.)
ド

,C.
LC_ Tot且J

m2 4fu.5 i 2 )2. 10 9.90 22.OO

m3 J 1 2.649 46.84 20.OO 66.84

m3 0,0 35,62 J 5.25 50,86

m3 ]43371 86.73 37.20 1 23,93

m3 44.453 ')_.203_写9 l.469.22 3,673.JO

kg O 26. 10 6,53 32,63

n2 15.5 58 80.00 320.α) 4O.α)

m2 0

m3 1(A)

rn3 316

m3 ().(X)

m3 1()5

kg 1 2.633

m2 42Z

1 2. 1() 9.tX) 22.Cn

46. 84 20.α】 66.84

35.62 1 5,25 50.86

g6.73 37.20 1 23.93

2.2()3.89 1.4fI9.22 3,673. 1O

コ6.10 6.53 32.63

8O, α) 3=O,(X) 400,(X)

Total Amoult (Rs.)

L

,C.
ToLal

4. 894,590 4

,()Ol.665
5.276,390 2,253.45 8

0 0

12.433,992 5.333.850

97,968,966 653 1().836

0 O

I,244.679 4,978.7 1 6

121.818.617 8l.88J.526

0 0

48,756 2O.823

I 1.240 4.812

0 (】

232.OH 154.67()

329.756 8 2.439

33,688 134.75O

655,45 1 397,493

m2 0･O 1 2. 1O 9.90 22.00 0 0

m3 Ⅰ6 46. 84 20,00 66. 84 764 326

m3 10 35.62 I5.25

m3 0.0 86,73 37.20

m3 929 2.2O3.名9 1
,469.22

kg 74.304 26. 10 6.53

m2 37 1 5 80.00 32O,00

To暮d Cost or Improyemen( o( the
Feeder Cana一

2･ On-F- Development ha

Eshmatedby S 3,CO)伽

3･ AgnculLural Support and S∝ial ActJVibes L.S.

includiE)d Storage, Machinery eLc･

4･ Micro Hydra-Power FaciLitlCS

(1) Ciyil Works

(2) E】eclro-Mechanical Works

Tota1

5. 0 良 M Equipment

6. Miscellaneous Works

(1.十2.+3.}l.+5.+7.) I

7. Mapping (1/5.㈱)

10%

名･ Physical Conlingcncy

(1.+2.+3.}l.+5.+6,+7.) x 】O%

9. ConsulLlng Scrviccs

10. AdminisLm【i()n C(1St.Taxes & Olhcrs

(1.十2.十3.+4.+5.十6.+7.)x )0%

i 1. Price EscalatJOn

50.86 349 149

I23.93 0 0

3.673. 10 2.046,969 1 3 64.609

32.63 l.939,568 484,892

4CK).00 297,2 1 6 1
,
1 88.864

4,284.867 3,O38.840

0.(X)

1.6m 1 19プOO.00 5l.3OO.00 171.OCO,00

m3 7(カ 20､160.00 2.240.00 22,400.00

KW 450 20l.6(X).00 22､400.00 224.CKX).00

L.S.

L.～.

ha 2.∝X) 4,(柵).00 16.OCO.(氾 20.aX).(刀

L.S.

GRANT) Tr)TAI｣

50,703.574 34, 127, 】44

I 77.462,508 1 19,445.004

19 I

,5
20.(X氾 8 2.080,00O

50.000.(X氾 200,CKX),00)

14. 1 12､CKX)

90.720,CMX)

I04. 832.000

44.01 1.620

57,582.61 3

8,(XX),(氾0

63.340, 8 74

1
,568.(巾O
I0.080.(氾0

1 1,648.㈱

4,名90. 1 80

45.CO63 18

32,00).OCK1

49.506,950

138.435,(柑0 83, 1別).(X治

8

,899,25
5

7.529.848

0

I 7,767,843

163.279,802

0

6.223396

203,700. f43

0

69,5 79

16.O51

0

3呂6.絹1

412J96

1 68,438

1.05 2.944

0

L.09 I

498

0

3.41 1,578

2.424,460

1.486,080

7,323,707

84,830,71 8

296.907,5 1 2

2 73
,仰).CKX)

2 50,OCO.CO)

15,680,(X氾

I00. 800,CKX)

1 1 6.480.(X氾

48,90 1.8(氾

102,588,93 】

40.000,∝巾

1 12.847.824

22L.615.CKX)

O 1 12,847,824 1 】2.847,824

49.857,OW 149.974.αX) J 99,83 1
,(X氾.0

F.C L.C. TOTA L



秦-3.3 米と肥料の価格構造

import Parity

Items

Ri(:e

Operation USS/ton Rsノton

(1) Thai 5% broken, FOB Bangkok, 2010

(Constant 1990 price)* 1*3

(2) Adjusted to 1996 constant price
(3) Qualityadjustment
(4) Freight and insurance

(5) CIF Colombo

(6) Conversion to Rupees *2

(7) Port handling, transportation cost

and processlng

(8) Economic farm
U Tea

,

-
,

-

^

-

2

つJ

iZq

nⅦ■止

【H川Ⅶ一川U

gate prlCe

%
%

7

0

q/

0

0

oO

Export
price FOB Europe (1990 constant), bagged

* 1

Adjusted to 1997 constant pnce
Freight and insurance

(4) CIF Colombo

(5) Conversion to Rupees *2

(6) Port handling, transportation cost

and processing*4

(7) Economic farm gate price

(8) Nitrogen (46%)
TSP

E
i
i
Z
)

Eii

EiJ

l

つ]

つJ

′

ー

ー
′＼

109.7%

+

Export price (1990 constant),FOB US Gulf, bulk *1

Adjusted to 1997 constant pnce
Freight and insurance

(4) CIF Colombo

(5) Conversion to Rupees *2

(6) Port handling, transportation cost

and processlng

(7) Economic farm gate price
(8) Phosephate (45%)
Muriate or

Cid

Ei一n【】■れq

円
i
i
i
Z
I

l

つん

3

4

′
_
＼

ー

l

･-

109.7%

+

Expor( price (1990 constant), FOB Vancouver, bulk * I

Adjusted to 1997 constant pnce
Freight and insurance

CIF Colombo

(5) Conversion to Rupees *2

(6) Port handling, transportation cost

and processlng

(7) Economic farm gate price
(8) Potash (60%)

109.7%

+

00
004ー

007qノ

00っけ00

7,200

1
,200
墨王室坦
14,000

2

7

0

q/

qノ

/b

oO

つJ

2

5

2

2

2

2

oO

0

q′

qノ

2

4

2

′b

1

1

1

4

4

q
ノ
ー
J

0

l

つん

4

ー

ー

ー

8

7

9

6

8

Qノ

2

2ー

Ammonium Sulfate

- Nitrogen

- Ammonium Sulfate (20%)

23m

41Z王坦

Remarks: *1 Projectedprice in 2010 at constBLnt 1990 price.
Source: The World Bank, Commodi(y Markets and the Developlng Countries - A

World Bank Quarterly,May 1997.

*2 Exchangerate: US$ 1.00=Rs. 57

*3 That white･mi11ed. 5% broken, governmen( standard, Board of Trade-posted price,
FOB Bangkok.



秦-3.4 作物の経済価格リスト

Financial
-

Economic

(Rs.) (Rs.)

Remarks

Outputs

- Paddy

- B. Onion

- Cbilli

- Soybean

- Banana

lmputs

- Paddy seed*4

- Fertilizers

(Rsノkg)

(Rs./kg)

(Rsノkg)

(Rs.化g)

(Rs./kg)

(Rs.化g)

Ammonium Sulfate (Rs.化g)

Urea (Rsノkg)

TSP (Rs.化g)

Muriate of Potash (Rs.化g)

- Crop chemica】s*4

Insecticides

Fungicides

Weedicides

- Labour*4

(Rs.flit)

(Rs.nit)

(Rs.nit)

(Rsノworkday )

Animal power*4 (Rsノday)

5 0
伽
2
0
伽
7

CC

5

00

ユ

ー

2

0ノ

l

1

9

5

00

0

9

qノ

2

-

ー

-

425純

伽
伽
.
2
0
0
0
.

〇ノ

5

QO

l

ー

2

0ノ

l

1

12.7

See Table 3.3

4.7 SeeTable3.3

10.9 SeeTable3.3

9.4 SeeTable3.3

8.4 SeeTable3.3

Local cost component of lO%

420 aqjusted
by SCFofO.9

590

200 200

125 110 Adjustedby SCFofO.9

390 350 Aqjustedby SCForO.9
- Tractor*4 (Rsノday) 3

,700
3,700

- Spraylng (m-d) 100 100

- Thresher (m-d) 850 850



秦-3.5 ha当たりの作物収支表(事業を実施した場合)

B. Onion Banana

Gross Income

Yield

Price

Gross income

Gross Ou(golng

l) Seed materia一
2) Fertilizers

Am. Sulphate

Urea

TSP

MP (K20)

Organic Matter

3) Agro-chemicals

lnsecticides

Fungicides

Weedici des

4) Machinery

2-W Tractor

Sprayer

Thresher

5) Labour

Nursery

Land Preparation

Planting

Fertilizlng

Plant Protection

WeedinL,/EarLhinp

lrriga(1ng

Wathcing

Harvestlng

Processlng

Packi nf:/Tram s.

6) Misccelaneous

Totat

Net Revenure

(Rounded)

(I/ha)

(Rsノー)

(Rs.)

Unit Price

15

25,000

H
=E5

98,200

互生.皇主星 375月00 147 300

20.0

1 I,700

33.000 234､000

0'ty Rs･ 0'ty Rs. Q'ty Rs. 0'tv Rs. Orty Rs.

100 1
,268

8.5 5,950 1 700 55 963
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秦-3.6 ha当たりの作物収支表(事業を実施しない場合)

B. Onion Banana

Gross I□c()me

Yield

Price

Gross income

Gross Ou(going

l) Seed materia一

2) Fertilizers

Am. Sulpha(e

Urea

TSP

MP (K20)
Organic MaHer

3) AgroIChemicals

lnsec【icides

Fungicides

Weedicides

4) Machinery

2-W Tractor

S prayer

Thresher

5) Labour

Nursery

Land Preparation

Plantlng

Fertilizing

P]an( Protecticn

Weeding/Earthin),

Irngatlng

Wa(hcinfミ

Harvestlng

Processlng

Packi ng/Tram s.

6) Misccelaneous

Tota】

Net Revenure

(Rounded)

(〟ha)

(Rsノt)

(Rs.)

Unit Price
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秦-3.7 便益の算定

Without Prqject
Net Total

Retum Value

With Project
Area

(Rs.仙a) (Rs. 1,000) (ha)

IncrelⅥenta】

Net Total Benefi t

Retum Value

(Rs.仙a) (Rs. 1,000) (Rs. I,000)
Feeder Canal Area

Maba

Paddy 1
,600

B. Onion

Cbilli

Soybean

B anana

Ya】a

Paddy 1
,600

B. Onion

Chilli

Soybean

Banana

Tota 1 3i2QQ

9,600 15,360 1
,280

27,200 34,816

160 279,600 44,736

I

0′bl 194,200 3 1
,072

l

0

0

0

l

O

0

0

6

00

4

0ノ

-

2

7

7

-

2

1

0

0

0

0

4
0
4
0
糾
ー
6

111,840

28,720

7,936

19,456

44,736

31,072

-15,360
1 ll,840

28,720

7,936

259m 228AQQ

Humluwewa Command Area

Ma血a

Paddy

B. Onion

Chilli

Soybean

Banana

Yala

Paddy

B. Onion

Chi11i

Soybean

Banana

gGZB]

500

500

1
,000

6.QQQ

*1

2 1
,800

87,200

223,700 1 1 1,850

57,400 28,700

9,900 9,900

87,200

111,850

28,700

9,900

237,6亘9 237.650

TotaI 3
,200

30, 720 9,200 496,770 466,050

*1 ¶-e net retumper ha in Huruluwewa area is estimated at 80% of Feeder Callalarea.



秦-3.8 内部収益率

Unit: Rs. Mi】】ion

PrqjectCosts

Year Cat)ital *1 Tota】

Costs O&M

ProjectBenefits

A gric1 ) 1
nlTY･ Power Total

Feeder Huruluwewa

B alance

1
2
3
4
5
6
7
8
9
-

0
‖
-
2
-
3
-
4
-
5
-
6
-
7
-
8
柑
2
0
2
-
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3

-
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
粥
3
9
4
0
4

-
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
鵬
4
9
5

224.4
1

357.3

400.1

329.4 8.1

177.4 8.1

8.1

8,1

8.1

0.0 0.0
_224.4

0.0 0.0
-357.3

0.0 0.0
-400.
I

13.3 106.5
-231.0

13.3 199.8 14.3

13.3 292.9 284.8

13.3 386.2 378.1

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

133 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 47l.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 47l.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 47l.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 47l.3

13.3 479.4 47l.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

13.3 479.4 471.3

4

つJ

-

5

5

ユ

ー

ー

24.5

7
帆
3
O
C
L
r
i
&
8
.
8

2

3

4

つJ

1

8.1 8.I

8.1 8,1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.I

8.1 8.1

8.1 8.】

8.1 8.I

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.I

8.1 8.1

8.1 8.1

8,1 8.I

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.I

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8,1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.I

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8.1

8.1 8_1

8.1 8.1

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

45.7 47.5

9l.4 95.1

137.0 142.6

182.7 190.2

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228_4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

-228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237,7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237,7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237.7

228.4 237,7

228.4 237.7

*l Rs.I,450nla X 5,6(氾ha

EIRR = 21.4%
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図-2.1フルルウェワ導水路 現況用水系統図
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図-3.1標準水路断面図
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図13.2 標準水路橋及びサイホン断面図
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図3.3 事業実施計画表
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添付資料-1

平成9年度 ADCA P/F スリランカ国フルルウェワ濯灘改修拡張計画

調査実施日程

日PFfi 年/月/日 曜日 活動 宿泊地 備考

1 l997/8/lO 日 移動(東京一シンガポール-コロンボ) コロンボ

東京一シンガポール:Sq997(12:10-17:55)
シンガポール-コロンボ:so402(21.00-22.10)

2 l997/8/1l 月 大使館､oECF､MASL表敬/打合せ コロンボ

3 1997/8/12 火 MASLにて打合せ コロンボ

4 1997/8/13 水 移動(コロンボ-シギリヤ)/現地踏査 シギリヤ

5 l997/8/14 木 現地踏査 ハバラナ

6 l997/8/l5 金 現地踏査 ギリタレ

7 l997/8/l6 土 資料整理 テ◆Iが+.ウ●ル.7シー

8 l997/8/l7 日 資料整理 コロンボ

9 1997/8/l8 月 資料整理 コロンボ

10 l997/8/19 火 大使館/MASL/ⅠlMⅠ/NP打合せ コロンボ

Eq 1997I8r20 水 OECF/MASL説明､移動(コロンボ-) 倭中 コロンボ-シンガポール:SひlO1(23:55-5:50)

l2 1997/8r2l 木 移動(-シンガポール-東京) シンガポール一束京:s0012(9:45-17:45)
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平成9年度ADCA プロジェクト･ファインディング調査

フルルウェワ上流地区濯灘改修･拡張計画

面談者リスト

No. N ame Organ i_zation

1 ･ Mr･ Fumihiro KAWAMURA Embassy of JAPAN

2･ Mr. Ryutaro KOGA OECF

3. Mr. Hideki MATSUNAGA OECF

4. Mr.Dixon NmAWEERA MMD

5. Mr. Tilak RANAVIRjUA MIPE

6. Mr. Mahinda SAMARASEKERA MASL

7. Mr. Tissa SENARATNE MASL

8･ Mr. RanjitD. WANIGARATNE MASL

9. Mr. D. C. S. ELAKANDA MASL

10. Mr. G. L. L. ∫.DABERA MASL

10. Mr. S. KARUNARATNE MASL

1 1. Mr. M. Ravindra FERNANDO MASL

12. Mr. A.Anne SHAmHA MASL

13. Mr. W. S. DESmVA MASL

14 Mr. Niel BANDARA MASL

14. Mr. Palitha WICKRAMATILAKE ID

15. Mr. Chris PERRY

16･ Dr. Douglas ∫.MERREY

IINtI

岨制

Desi Enation

First Secretary,

Economic Cooperation

Chief Representative

Colombo Office

Repre sentati ve

Colombo OfBce

S ec re tary

AdditionalSecretary

Director General

Secretary General

Director, Plannlng and
Monitorlng Unit

Princlpal Engineer &

Environmental Planner

Financial Co-ordinator

Director

(HAOM)

ProjectDirector

(Walawe Project)

Economist (PMU)

Irri. Eng. (PMU)

RPM, System C

Irrigation Engineer

(Galenbidunuwewa)

Deputy Director

General

Senior Resercber, and
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17. Dr. C. M.wnAYARATNA IIMI

18. Mr. C. R. PANABOKKE ⅡMI

19. Dr. Yutaka MATSUNO ⅡMI

20. Mr. E. MENDRAN NPD

2 1 ･ Mr･ Upali DAHANAYAKE NPD

22. Mrs. KUDANGAMA ERD

23. Mr. ∫.H.∫.JAYAMAHA ERD

24. Mrs. Dharsbana SENANAYAKE ERD

OECF ;

MMD:

MIPE :

MSAL:

IIMI :

NPD:

ERD:

PMU:

HAOM:

RPM :

Leader, Sri Lanka

National Program

Leader, WMR and
SCOR Project

Sr. Reserch Associate

Irrigation Specialist

Director

Deputy Director

AdditionalDirector

Director (Japan Desk)

Assistant Director

Overseas Econo血c Cooperation Fund

Ministry of MahaweriDevelopment

Ministry of Irrigation, Power & Energy

MahaweriAuthorityof Sri Lanka

InternationalIrrigation Management Institute

NationalPlannlng Department

ExternalResources Department

Plannlng and Mo血tonng Division

Headworks and Admimistration, 0perationand Maintenance

Resident PrqjectManger
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